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2
0
1
9
年
参
議
院
選
挙
の
公

約
で
は
主
要
政
党
が
最
賃
引
き
上

げ
の
具
体
的
な
指
標
を
掲
げ
ま
し

た
（
図
表
1
）
。
政
党
の
思
惑
が

あ
る
と
は
言
え
、
最
賃
が
労
働
運

動
の
枠
を
超
え
て
政
治
課
題
に
ま

で
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
自
民
党
内

に
も
「
議
連
」
（
最
低
賃
金
一
元

化
推
進
議
員
連
盟
）
が
発
足
し
ま

し
た
。

地
域
間
で
差
が
あ
る
最
賃
是
正

と
地
方
へ
の
重
点
的
な
底
上
げ
を

求
め
て
い
ま
す
。
地
方
の
主
要
産

業
、
と
り
わ
け
農
林
水
産
業
で
は

深
刻
な
人
手
不
足
で
す
。
解
消
の

切
り
札
と
し
た
技
能
実
習
生
の
実

習
延
長
制
度
も
結
果
と
し
て
賃
金

の
高
い
都
市
部
に
流
れ
る
ジ
レ
ン

マ
が
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。

安
倍
政
権
の
景
気
拡
大
期
間
は

6
年
間
、
戦
後
2
番
目
と
言
わ
れ

ま
し
た
。
し
か
し
私
た
ち
に
は
そ

の
実
感
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
も

そ
の
は
ず
で
す
。

５
人
に
２
人
が

非
正
規
雇
用

総
労
働
者
数
に
占
め
る
正
規
職

員
は
減
り
続
け
、
1
9
8
9
年
に

80
・
9
％
で
あ
っ
た
も
の
が
、
2

0
2
0
年
に
は
総
労
働
者
数
62
・

8
％
（
総
労
働
者
5
6
2
0
万
人

の
内
3
5
2
9
万
人
）
ま
で
に
縮

小
し
て
い
ま
す（
厚
生
労
働
省「
労

働
力
調
査
」
）
。
一
方
、
パ
ー
ト

や
ア
ル
バ
イ
ト
、
契
約
社
員
や
派

遣
社
員
な
ど
の
短
時
間
雇
用
、
有

期
雇
用
者
は
2
0
9
1
万
人
（
37

・
2
％
）
に
増
え
、
今
や
10
人
に

4
人
が
非
正
規
労
働
者
で
す
。
公

務
分
野
（
2
0
1
9
年
度
）
で
は

更
に
顕
著
で
、
葛
飾
区
は
57
・
7

％
（
職
員
総
数
6
6
0
2
人
）
、

小
平
市
が
81
・
9
％
（
職
員
総
数

5
1
2
6
人
）
を
占
め
ま
す
。

賃
金
格
差
も
広
が
り
、
国
税
庁

民
間
給
与
実
態
統
計
調
査
結
果
に

よ
れ
ば
、

1
年
間
を

通
じ
て
勤

務
し
た
正

規
給
与
所

得
者
の
平

均
年
収
は

5
0
3
万

円
に
対

し
、
非
正

規
は
1
7

5
万
円

（
正
規
の

34
・
7
％
）

の
低
水
準

に
抑
え
ら

れ
て
い
ま

す
。厚

労
省
調
査
で
は
最
低
賃
金
ぎ

り
ぎ
り
の
労
働
者
（
最
低
賃
金
額

×
1
・
15
未
満
）
は
、
約
4
1
5

万
人
。
こ
れ
ら
の
方
々
は
、
最
賃

引
き
上
げ
の
影
響
を
強
く
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

建
設
の
技
能

実
習
生
は
…

（
図
表
2
）
は
過
去
、
最
賃
の

引
き
上
げ
額
が
労
働
者
へ
の
影
響

（
割
合
）
を
調
べ
た
も
の
で
す
。

2
0
1
0
年
の
最
賃
は
全
国
加
重

平
均
で
前
年
比
17
円
増
。
そ
の
変

化
を
受
け
た
労
働
者
は
全
労
働
者

の
4
・
1
％
に
過
ぎ
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
れ
が
2
0
1
9
年
に
は
27

円
増
で
16
・
3
％
に
効
果
を
与
え

ま
し
た
。
昨
年
は
わ
ず
か
1
円
に

留
ま
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
2

0
1
0
年
と
同
程
度
4
・
7
％
。

最
賃
ぎ
り
ぎ
り
や
非
正
規
が
厚
く

な
っ
て
い
る
た
め
に
、
わ
ず
か
な

上
昇
で
も
表
面
化
す
る
の
で
す
。

今
年
度
は
全
国
平
均
28
円
増
、

そ
の
衝
撃
は
大
き
な
も
の
と
な
る

は
ず
で
す
。
最
賃
は
一
握
り
の
労

働
者
を
対
象
と
す
る
も
の
で
は
な

く
、
労
働
者
全
体
に
関
わ
っ
て
い

る
の
で
す
。

建
設
業
に
目
を
向
け
て

み
ま
す
。
技
能
実
習
生
を

見
な
い
現
場
が
な
い
ほ
ど

身
近
な
存
在
と
な
っ
て
い

ま
す
。

全
国
の
建
設
技
能
実
習

生
は
11
万
人
、
首
都
1
都

3
県
に
は
4
万
4
0
0
0

人
（
2
0
2
0
年
10
月
）

が
就
労
し
て
い
ま
す
。
そ

ん
な
彼
ら
の
賃
金
実
態
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。
「
令

和
2
年
外
国
人
労
働
者
の

在
留
資
格
区
分
別
賃
金
」

（
厚
生
労
働
省
、
図
表
3
）

で
は
、
外
国
人
労
働
者
の

賃
金
は
21
万
8
1
0
0
円

で
す
。
技
能
実
習
生
は
16

万
1
7
0
0
円
、
近
年
制

度
化
さ
れ
た
技
能
水
準
が

高
い
と
さ
れ
る
特
定
技
能

者
で
も
17
万
4
6
0
0
円

で
す
。
技
能
実
習
生
を
例

に
取
れ
ば
、月
21
日
稼
働
、

8
時
間
就
労
換
算
で
時
間
給
9
6

2
・
5
円
。
令
和
2
年
の
最
低
賃

金
全
国
加
重
平
均
は
9
0
2
円
で

す
か
ら
、
最
賃
の
取
り
組
み
は
ま

さ
に
建
設
労
働
運
動
そ
の
も
の
と

言
え
ま
す
。

政
府
も
認
め
る

格
差
の
広
が
り

労
働
者
の
冷
え
込
ん
だ
生
活
実

態
、
そ
ん
な
状
況
を
国
は
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
政
府
は
『
経
済
財
政
の
基
本

方
針
』
（
6
月
閣
議
決
定
）
に
お

い
て
、
「
我
が
国
の
労
働
分
配
率

は
長
年
に
わ
た
り
低
下
傾
向
に
あ

り
、
更
に
感
染
症
の
影
響
で
賃
金

格
差
が
広
が
る
な
か
で
、
格
差
是

正
に
は
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
が

不
可
欠
」
と
し
、
経
済
の
底
上
げ

に
賃
上
げ
が
必
須
と
指
摘
し
て
い

ま
す
。

さ
ら
に
、
「
賃
上
げ
や
正
規
・

非
正
規
の
格
差
是
正
な
ど
少
子
化

の
背
景
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
雇
用

環
境
の
改
善
に
取
り
組
む
」
と
表

明
し
て
い
ま
す
。
少
子
化
対
策
に

は
低
賃
金
を
抜
本
的
に
変
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
決
意
を
語
っ
て
い

ま
す
。

1
0
4
1
円
。
東
京
都
の
最
低
賃
金
が
10
月
1
日
か
ら
改
定
さ
れ
ま
す
。
引
き
上
げ
は
2
年
ぶ
り
、

前
回
額
か
ら
28
円
増
（
2
・
76
％
）
と
な
り
ま
し
た
。
組
合
の
「
賃
金
運
動
（
標
準
賃
金
）
」
は
、
毎

年
暮
れ
に
実
施
す
る
生
活
ア
ン
ケ
ー
ト
を
通
じ
て
皆
さ
ん
の
要
求
額
を
集
約
決
定
し
、
東
京
都
や
業
界

団
体
、
さ
ら
に
住
民
に
周
知
し
そ
の
実
現
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
最
低
賃
金
（
以
下
「
最
賃
」
）
の
引

き
上
げ
は
こ
の
世
論
醸
成
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。
本
稿
で
は
最
賃
に
取
り
組
む
目
的
と
意
義
、
さ

ら
に
今
年
度
の
引
き
上
げ
に
果
た
し
た
組
合
の
役
割
に
つ
い
て
、
近
時
の
情
勢
を
交
え
て
述
べ
ま
す
。

東
京
土

建
は
、
東

京
都
1
5

0
0
円
以

上
の
最
賃

実
現
を
求

め
る
署
名

（
1
万
7

1
0
7

筆
）
、
全

国
一
律
最

低
賃
金
制

度
の
請
願

署
名
（
1

万
4
8
1

0
筆
）
を

は
じ
め
、

地
域
宣
伝

で
は
港
支
部
が
早
朝
宣
伝
、
目
黒

支
部
は
地
域
労
働
団
体
と
4
月
か

ら
毎
月
実
施
し
、
最
低
賃
金
引
き

上
げ
の
世
論
喚
起
を
け
ん
引
し
ま

し
た
。

東
京
都
最
低
賃
金
審
議
会
（
以

下
、
審
議
会
）
に

対
す
る
意
見
書
の

取
り
組
み
で
は
、

「
息
子
が
学
費
の

た
め
に
ア
ル
バ
イ

ト
し
て
い
る
。
ア

ル
バ
イ
ト
の
時
給
も
安
く
寝
る
間

を
惜
し
ん
で
働
い
て
い
る
。
最
賃

を
上
げ
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
、
28

支
部
2
0
8
人
の
仲
間
が
切
実
な

声
を
届
け
ま
し
た
。
審
議
会
で
は

こ
の
意
見
書
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
読

み
上
げ
ら
れ
、
引
き
上
げ
の
後
押

し
と
な
り
ま
し
た
。

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
は
、
先

述
し
た
改
善
を
図
る
こ
と
で
、
国

民
の
消
費
購
買
力
を
高
め
、
住
宅

や
建
設
需
要
の
創
出
に
寄
与
し
ま

す
。
台
東
区
で
は
、
出
産
前
を
含

め
た
子
育
て
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
が
整
備
さ
れ
区
内
建
設
業
者
支

援
と
も
連
動
し
て
い
ま
す
。
今
回

の
改
定
が
仲
間
の
暮
ら
し
に
直

接
、
間
接
的
に
も
プ
ラ
ス
に
働
く

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
中
で
、
国

内
に
広
が
る
格
差
と
貧
困
問
題
は

こ
の
国
の
お
か
れ
た
社
会
や
経
済

秩
序
が
す
で
に
抜
き
差
し
な
ら
な

い
状
況
に
あ
る
こ
と
を
あ
ら
わ
に

し
て
い
ま
す
。
倒
産
や
廃
業
、
営

業
休
止
・
縮
小
で
職
を
奪
わ
れ
た

労
働
者
、
バ
イ
ト
が
な
く
な
り
食

事
も
ま
ま
な
ら
な
い
大
学
生
、
フ

ー
ド
バ
ン
ク
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な

い
長
い
列
…
。

最
低
賃
金
法
は
、
「
労
働
条
件

の
改
善
を
図
り
、
も
っ
て
労
働
者

の
生
活
の
安
定
、
労
働
力
の
質
的

向
上
及
び
事
業
の
公
正
な
競
争
の

確
保
に
資
す
る
と
と
も
に
、
国
民

経
済
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る

こ
と
」
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
私

た
ち
建
設
労
働
組

合
が
産
業
の
垣
根

を
超
え
て
取
り
組

む
意
義
が
そ
こ
に

あ
り
ま
す
。

誰
も
が
、
全
国
ど
こ
で
も
8
時

間
働
い
て
自
立
し
て
暮
ら
せ
る
最

低
賃
金
時
給
1
5
0
0
円
を
実
現

す
る
た
め
に
引
き
続
き
、
ご
一
緒

に
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

最賃宣伝に参加した目黒の皆さん

自
民
党
に
も
議
員
連
盟
が
発
足

無
視
で
き
な
い
社
会
問
題

審
議
会
動
か
し
た
仲
間
の
声

１
５
０
０
円
へ
運
動
を

求

人

求

職


